
るよう、適宜、話し合いの場を設定しながら調整を進めています。 

2) 家屋訪問 

 退院を考える時期になると、患者様、リハビリスタッフと共に家屋訪問に伺い家屋の状況を確認

します。退院後の生活で困る点がないかチェックし、改善すべき点は福祉用具業者に改修を依頼

したり、新たな福祉用具の手配を行います。 

3) 地域連携 

 北地域包括支援センター御津分室と随時連絡をとり合い、支援が必要な患者様の相談、新介

護保険を受けられる方の相談もしています。御津地区のケアマネージャーと『みつ地域退院支援

ルール』に基づく連携強化に取り組んでおり、行き届いた支援ができるよう努めています。 

御津地域全体を網羅するみつ訪問看護ステーションと密に連携をとり、訪問看護を受けられて

いる患者様に関する問合わせや、介入が望ましい新規依頼も行っています。 

MSW は医師と訪問看護師・ケアマネージャーを繋ぐ役割も担っています。 

ＭＳＷ業務統計 
           

（外来）              

 （援助内容） 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

心理社会的問題 10 14 9 9 16 12 14 11 9 2 7 12 125 

退院支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

受診受療問題 31 53 59 45 59 61 49 55 67 67 57 47 650 

経済的問題 0 0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 0 6 

社会復帰支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

個別外援助 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

合計 41 67 69 59 75 75 63 66 79 69 64 59 782 

（入院）              

 （援助内容） 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

心理社会的問題 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

退院支援 77 83 89 89 109 103 98 94 98 99 70 103 1112 

受診受療問題 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 

経済的問題 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

社会復帰支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

個別外援助 4 4 5 5 6 5 5 7 5 5 3 4 58 

合計 81 87 94 94 115 108 103 102 103 104 73 111 1175 

７. 医局 

部門の構成人数： 3 名 （内科医師 2 名、 外科医師 1 名） 

● 研究業績 

論文 

1） 大森 信彦 

御津医師会報巻頭言 令和 4 年 11 月 

 その他 

1） 大森 信彦 

・御津医師会理事会（毎週第 3 水曜日） 

・日本医療マネジメント学会岡山県支部役員会. 令和 4 年 10 月 22 日 

・国立病院機構副院長研修. 令和 4 年 4 月 20 日 

 

金川病院                             看護師長  濵村 早代 

1． 病棟の具体的な目標と評価 

1)安全で質の高い看護を提供する 

病棟内の勉強会については、計画通り 20回の実施ができた。内容は、薬剤師による簡易懸濁法や

言語療法士による食事介助についてなど、今後の看護に活かせるものとなった。看護職の倫理綱

領からテーマを抽出し、倫理的課題と問題点、解決策を事前課題としてカンファレンスを実施した。

「認知症患者のナースステーションでの過ごし方」について患者の思いを重点的に取り上げ、家族

や実施している看護師の思いも引き出し、良い振り返りとなった。また看護を語る会については、全

スタッフを前期後期で分割し、患者に接する時に大切にしていることと、目指す看護師像をそれぞ

れ記載し、ナースステーション内に掲示した。他者の思いや考えに触れる場となった。 

2)病院経営に参画する 

   一日平均入院患者数 21.4 名、病床利用率月平均 70.1％、在宅復帰率月平均 84.4％であり、入院

患者数と病床利用率は目標達成できなかった。多職種カンファレンスで患者の状態や患者の希望

する退院先等を話し合い、どのような援助が必要であるか確認をして患者の希望に添えるように看

護介入ができている。在宅患者の状態変化時にケアマネジャーと連携を取り、スムーズに入院受け

入れができる関係性の構築を目的に病棟紹介パンフレットを作成したが、活用は十分できていない。

看護必要度は、平均 20.7％（目標値 3 ヶ月平均 12％以上）であり、毎月 A 項目入力とカルテの記

載の相違がないか確認できている。認知症ケア加算の算定漏れがないように看護計画評価時に適

切に介入している。SPD ラベルの紛失に関しては、紛失率 0.66％で年間 10 枚の紛失であった。昨

年度より紛失枚数は減少しているが、紛失率０％は達成できなかった。 

3)患者の視点に立った医療安全を推進する 

   転倒転落インシデント件数は 39 件であり前年度 31 件であったため前年度より増加しており、目標

は達成できていない。0 レベルインシデント報告件数は 35 件であり前年度 49 件であったため報告

件数は減少している。薬剤インシデント件数は、87 件であり、前年度 93 件であったため微減してい

る。3b レベル事例が 3 件発生しており、転倒による骨折と安静臥床時の股関節の脱臼事例などで

ある。転倒転落事例に対し RCA 分析を行い、患者の状態及び環境の変化に早期に対応できるよう

に適宜カンファレンスを行い相互共有していく必要性をスタッフで確認できた。手指消毒剤使用量ア

ップを目標に、手指消毒剤の携帯を各個人必須とした。1患者 1日あたりの使用回数は平均 8.7回

であり、前年度の 7.7 回より増加した。COVID19 のマニュアルについては、毎月の感染対策委員会

内で話し合い改訂した。新規褥瘡発生件数は 6 件であり、前年度 17 件より減少した。看護研究で

褥瘡発生予防に関する意識調査を行うことで、スタッフの意識の改善がみられたことが影響してい

ると考える。 

4)専門職としての能力開発に努める 

レベルⅢ研修に 3 名受講しレベル認定を受けた。他のスタッフに関しては暫定レベルから認定レベ

ルへの変更ができている。看護研究に関しては、当初は 2 年間計画で、過去の入院患者の褥瘡パ

ターンをデータ収集し、当院での傾向を調査する予定であったが、患者の同意が必要になったため

スタッフへの意識調査の内容に計画を変更し、1 年で取り組み、院内発表ができた。令和 5 年度の

学術集会で発表予定である。  

-261-

11_金川病院CMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 _根木<P260> CMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 

2

校 _村田<P261>



 

5)看護の先輩として学生に関わる 

実習開始時 3 日間は、必ず朝のミーティング時に実習目標の読み上げを行い、スタッフへの周知を

継続した。指導の関わり方についての文書を適宜修正しスタッフに周知した。実習後の満足感や努

力ができたかどうかの評価は 5.0 であった。その他の評価も前年度と同様の評価であり、継続した

関わりができていると評価する。 

6)活気のある職場、元気の出る職場づくりを推進する 

超過勤務時間削減対策のアンケートを実施し、各個人の対策を共有することで、意識の変化が見

られチームを越えた協力体制ができた。月平均超過勤務時間の提示を年間通して実施し、スタッフ

への数値の見える化に取り組んだ。また毎週水曜日のノー残業デイの表時をナースステーション内

に提示し啓発活動を実施した。その結果、月平均の超過勤務時間は 12.3 時間であり、目標とした

13 時間以内を達成できた。 

２．病床運営状況 

 表 1 令和 4 年度 病床運営状況 

収容可能 

病床数（床） 
診療科名 

月平均 平均在院 

患者数（人） 

平均在院 

日数（日） 

病床 

利用率（％） 

病床 

稼働率（％） 新入院患者数（人） 退院患者数（人） 

30 内科・外科 19 18 21.4 35.2 70.1 73.4 

 
 

 

３．看護体制 

表 2 令和 4 年度 看護体制(令和 4 年 4 月 1 日現在) 

配置人数（人） 看護方式 夜勤体制（準：深） 

18 固定チームナーシング®
 2：2 

４．看護統計 

 1)重症度、医療・看護必要度 

 表 3 令和 4 年度 一般病棟 重症度、医療・看護必要度Ⅱ 

基準を満たす患

者の割合（％） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

23.5 21.1 18.3 19.1 33.9 25.7 23.2 19.2 13.3 22.2 8.8 20.2 20.7 

 2)部署データ 

表 4 令和 4 年度  退院時共同指導料算定数 

退院時共同指導料

算定数（回） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

 2  0  2  0  1  2  4  2  2  2  2  2 

 表 5 令和 4 年度 認知症ケア加算算定患者数 

認知症ケア加算１日 

平均患者数（人） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

5.7 4.0 3.6 3.5 3.7 2.9 3.6 4.3 6.4 4.6 6.2 4.2 

 

有料個室 
死亡者数（人） 

地域包括ケア病床 

在宅復帰率（％） 病床数（床） 稼働率（％） 

8 81.2 20 84.4 
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